
34 記録と史料 No.21 (2011. 3 ) 

第42回CITRA(国際文書館評議会円卓会議)~ 
オスロ大会報告 処

1 )オス口大会概要

テーマ:信頼性とアクセス:記録およびアー

カイブ管理のデジタル時代のチャレンジ

(Trust and Access:Challenges to Managing 

Records and Archives in the Digital Age) 

日程 :2010年9月11日-18日

場所:ホルメンコレン・パーク・ホテル・リ

カ(ノルウェー・オスロ)

参加:約83ヶ国/地域約270人

日本からの参加者 :A会員 (国立/連邦公文

書館)国立公文書館から高山正也館長、菊池

光興前館長 (ICAフエロー)はじめ同館職員

3名。

B会員(専門職団体等)全国歴史資料保存利

用機関連絡協議会から代表 1名。日本アーカ

イブズ学会は不参加。CITRAの開催に合わ

せ、 ICAの各種部会が聞かれた。筆者はSPA

(国際文書館評議会専門家団体部会)の運営

委員会と総会に参加した。

2) SPA (Section of Professional 

Associations 国際文書館評議会専門家団体

部会)

参加者は、アンリ・ツパー (委員長、フラ

ンス)、フレッド・ファン・カーン(副委員

神戸大学佐々木和子 時

長、オランダ)、クリステイ・ピアンチ (スイ

ス、 書記) トルデイ・ハスカンプ・ピーター

ソン (アメリカ)、イザベラ・マキーン (オー

ストラリア)、ミハル・ヘンキン (イスラエ

ル)、佐々木和子(日本)。 なお、 ドイツから

ベルナルド・ポストが新委員として、ジャッ

キー ・ベテイングトンがコリーン ・マキーン

の代理として、オーストラリアから参加し

た。今回は、事務局のアンドリュー・ニコル

ス (イギリス)、コリーン・マキーンが欠席の

ため、クリスティ ・ビアンチが書記を代行し

た。

委員会では、予算、世界アーカイブ宣言に

ついてなど、執行委員会 (ExecutiveBoard) 

での動きの報告やSPA独自の活動についての

議論がおこなわれた。

予算では、総会に出されるものとして、会

費負担上位国の段階的削減やイギリスでの

ICAのビジネスモデルの試行、 C会員 (非政府

組織のアーカイブ)を広げようとしているこ

と、執行委員会は、 SPAの属すB会員が、どの

ように会費のかわりに、サービスを提供する

システムをおこなうのか興味を示しているな

どが報告された。また、世界アーカイブ宣言

の今次総会での採択にむけて、ユネスコと話

し合いがおこなわれたことも報告された。

ICAの新しいホームページの現状について

も、 9月あるいは10月初めに新サイト公開の

予定との報告があった。新サイトでは、l.

運営関連資料(委員会、年次総会代表委員会

議事録、年次報告、ガイドライン等)はICA

メンバーのみ、 2. SPAニュースレターは、 l

年聞はICAメンバーのみ、のち一般公開、 3.
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SPAの歴史、宣伝用のパンフ レッ ト、 アーカ

イブ連帯プロジェク ト (アーカイブの連帯の

ための対外援助プロジェク ト)はすぐに一般

公開されるの 3段階される ことに、運営委員

会は同意した。

ス トは、その専門家としてのプロファイルを

変えていかなければならない、それはアーカ

イピングの原則の問題である。信頼性は、オ

リジナルにたどれることで担保される。アー

キビス トは、デジタ ル時代の最先端に位置し

ており 、アーカイブお よびその関係機関は、

その機能を再考しなければならない。2009年

CITRAでは、デジタル時代のアーカイブの専

門職の変化 を示した。この継続として、2010

年CITRAでは、「デジタル時代の課題」、すな

わち情報の信頼性とアクセス可能性に関連し

て、問題の解決の研究成果を示すものであ

る。 これまでも 、伝統的に、情報の信頼性と

3)円車会議概要

今年度のテーマは、「信頼性とアク セス:デ

ジタ ル時代の記録およびア ーカイブ管理の

チャ レンジ」である。ノルダレメールーケネ

パ (CITRA副会長)は、次のような開会挨拶

をお こなった。すなわち、われわれの生きて

いる社会の情報技術の変化に伴い、 アーキビ

表プロクラム(仮訳)

2010年 9月14臼

午
[基調講演 11 Randall Jimerson/米国/西ワシン トン大学歴史学教授、「アーカイブの力とデ

後 ジタルの未来 民主主義と人権へのサポー ト」

[基調講演 21 Jan Egeland/ノルウェー/ノルウェ一国際交流局長、「新しいグローパルチャ レ

ンジを克服するための知的コミュニケーション」

[基調講演 31 Sven Mollekleiv /ノルウェー/ノルウェー赤十字総裁、「大惨事時における信頼

性のある、きわめて重要なデジタル情報の蓄積と共有 赤十字の経験」

2010年 9月15日 官や

前午
全体会 1 デジタル時代の記録の性質

分科会1. 1 新しいデジタルメディアの実践。電子メディアにおけるアクセス、 ドキュメン

テーション、個人情報保護/分科会1. 2 信頼性あるデジタル記録の管理/分科会1. 3 デ

ジタル時代の市民権

午後
全体会 2:実践的観点と経験

分科会2.1 InterPARES-ケースと総合研究/分科会2.2 デジタルアーカイブ ーシンプル

かつ強力に/

分科会2.3 建築とデジタルアーカイブ

2010年 9月16日 4唄 M 

前午
全体会 3 デジタル記録はどのように伝統的なアプローチに挑むのか

分科会3.1 民間部門 デジタル記録とアーカイブ管理、説明責任/分科会3.2 始動 (Part

A)デジタル記録管理への最初のアプローチ/分科会3.3 新デジタル実践 ーアーカイブポー

タyレ

午後
全体会 4:現在進められている事業

ワークショップ I: ICA-AtoM (記憶へのアクセスプロジェクト)とアーカイブマテイカ

(Archivematica) /ワークショップII: ICA記録管理標準 (ICA-Req)/ワークショップE

始動 (PartB) デジタル記録管理への最初のアプローチ

マスタークラス デジタル記録鑑識 (フオレンジック )Luciana Duranti/カナダ/ブリテイツ

シュコロン ピア大学図書館学、アーカイブ学、情報学部教授、AdamJansen/ ~司大学博士課程学

生

全体会 5:パネルプレゼンテーション

国立公文書館長回想アワ一 世界のカーデジタルの力

全体セッション 6 まとめ

Lewis Bellardo/PCOM議長、 NoldaRomer-Kenepa/CITRA担当副会長
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アクセスについて、アーキビストは考え、実

行してきた。デジタルの時代に、アーキピス

トは、むずかしい、しかししなければならな

いと、われわれに新しいミッションへの心構

えをといた。

また、ノルウェ一国家公文書館館長も、特

に情報のジャングルの中で、アーカイブの仕

事やアーキピストの役割について強調した。

アーキビスト達は、「信頼性とアクセス」とい

う、 2つの難問をかかえている。デジタル時

代の複雑な資料へのアクセスを提供し、電子

記録やデジタルアーカイブを保存するため、

情報の信頼できることを保証する必要があ

る。私たちは長期的視野で、信頼性やアクセ

スに保証を与るため、情報を保存するために

決定をおこなう責任があると、開会スピーチ

をおこなった。

円卓会議では、このテーマにそって、全体

会 lに対し、分科会は、 3会場に分かれ、講

演 ・報告等がおこなわれた(ただし、全体会

4と全体会 5は同時開催)。プログラム(講

演・報告は、別表のとおりである。参加者は、

興味に応じてそれぞれの分科会に参加し、報

告を聞くことができた。また、若手アーキビ

ストによる「フライング・レポートJ(参加報

告)が報告後すぐにインターネット上で更新

され、報告の要旨の理解を助けた。

取り上げられている内容は、すべてデジタ

ルに関わるものである。ICAで本格的にデジ

タル関係議論がおこなわれた大会であった。

筆者が最 も興味をいだいたのは、「分科会

1. 1 新しいデジタルメディアの実践。電子

メディ アにおけるアクセス、 ドキュメンテー

ション、個人情報保護」である。

インターネッ トの普及に伴い、アーカイブ

機関の利用状況が直接来館によるものから

ネッ ト環境を通じてのものに変化している点

や、これまでの新聞資料であれば、前のもの

を調べればたどれるが、内容が刻々と変化し

ていく Facebook等ソーシャルメディアをどの

ように保存するかなどの問題点、課題が議論

された。ただ、誰のためにアーカイブを公開

していくか自覚し、利用者のガイド、パート

ナーとしての機関自身の自己認識が必要で、あ

るとされた。

また、個人情報保護の上での問題点も指摘

された。そ して、本人の望まない個人情報に

ついて、「削除 (delete)Jが可能か否かが、資

料の「完全性 (integrity)Jとの関係で議論さ

れた。

そして、これまで、アーキビストは、「失わ

れていくものjに心を砕いてきたが、これか

らは、「何を保存し、何を保存しないか (what

keep，what not keep) Jを決めなければならない

との指摘があった。

4)年次総会

9月17日午前、年次総会が聞かれた。年次

総会の中心は、分担金のヲ|き下げであった。

昨年度指摘されたように、分担金はカテゴ

リー A (国を代表する文書館)がほとんど

(約80%、6公文書館32%)とかたよってお

り、このう ち負担上位国の分担金の段階的削

減が提案されたのである。議論の中で、興味

深かったのは、なぜ今回急いで提案した理由

として、今回減額をしなければ、 勝手に減額

する国がでてくる虞があり、 ICAのコン ト

ロール下でおこなう にはどうしても必要とい

うことであった。

昨年度マルタで、採択が見送られた 「世界

アーカイブ宣言」も満場一致で採決された。

少し文言の整理がされて、今後ユネスコの宣

言として公表される。

例年CITRAでは、決議案の採択をおこなっ

てきたという。昨年度はそれが、 ICAの各組

織に向けて今後の取り組みを促す勧告を出す

にとどめた。ところが、今年度はその勧告も

だされなかった。また、本来であれば、2015

年に聞かれるCITRAの開催地についても発表

がある時期である。ところが、 CITRAの開催

について、従来の内容を変更することが考え

られていることから、次回以降に持ち越され

た。

今回の総会でのメインが、 会費負担金のパ
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ランス是正問題であったこと、SPA運営委員

会でのイギリスでのICAのビジネスモデルの

試行に関心をもっていること、カテゴリー C

(非政府組織のアーカイ ブ)を広げようとし

ていることなど、 ICA自体が大きな変革期の

時期を迎えている ことなどが感じられた。

5)ノルウェ一国立公文書館

ノルウェ一国立公文書館は、収蔵庫が岩山

の中に作られており、これが冷戦構造の中で

核攻撃を意識されたものであったと説明を受

けた。このような収蔵庫をみると、否が応で

も、国際情勢の中での国のあり方と国立公文

書館とは不可分のものであると実感した。そ

れゆえに、専門家団体としてのSPAは、アー

カイブの本質的議論をおこなう場としての意

義を感じた。

外観 閲覧室(2階)

収蔵庫内部

収蔵庫から外への通路 収蔵庫の出口


